
当日は病院で待ち合わせをし、院内を車いすを押して同行しました。
検査はスムーズに出来たのですが、診察まで時間がかかってしまい
ました。利用者さんとは気が合い、長い待ち時間の間に色々な話が出
来て気分が和らいだようでした。お役にたてて良かったです。 （深谷市 サポーター）

お 知 ら せ
夏季の草取りは熱中症の危険があるため、原則７月～９月は行いません。

よろしくお願いいたします。

地域福祉相談支援センター/くらしサポーター事務局

ＮＯ.
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くらしサポーターは、感染防止を徹底したうえで、活動します。事前の体調確認、
マスク着用、手洗い、消毒など感染予防の基本を励行します。

コーディネーター
リレートーク（第6回）

川口市 多喜みづほ さん

熊谷市くらサポ交流会
＆ミニ学習会

6/27にティアラ熊谷で開催、サポーター、
コーディネーター、ＭＣが参加しました。
参加者からは 「実際のサポーター経験
の交流が出来てよかった」と感想を頂き
ました。

『ちょっと役立つミニ学習会』
では、熊谷生協ケアセンター
の介護職員から生協10の
基本ケアについて、具体的
な事例の紹介があり、学び
を深めました。

深谷市で初の通院同行の依頼
サポーターさんにインタビュー

今までに依頼者さんとサポーターさ
んの距離の取り方が難しいと思うこと
が、何件かありました。

お互いに無理のないサポートですす
めていますが、両者の合意の上、これ
をかなり超えての約束をすることもあ
りました。こんな時はいづれも長くは
続きませんでした。

もう少ししてもらいたい（してあげたい）
と思えるくらいが、お互いに良い距離
ではないかと今までの経験から感じて
います。予定を組む時、依頼者、サ
ポーターの熱い思いに流されず適度
な距離を保ちコーディネートをすること
も私の大切な役目だと思っています。


